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論文内容要旨（乙）
A molecular analysis of quinolone-resistant Haemophilus influenzae: 
Validation of the mutations in Quinolone Resistance-Determining 
Regions 










































(16.7%）に 1つのアミノ酸変異を認め、 MFLXMICが0.125-0.5μg/ml 
と上昇していた。これらは耐性初期株と考えられる。現在はまだキノロン
耐性株は低率であるが、 3ラクタム薬同様にキノロン薬の使用量が増加す
ればキノロン耐性株を助長する可能性が示唆された。
